


町税
7億1,821万円
(14.8%)

地方交付税
19億8,454万円
(40.8%)

国庫支出金
4億3,324万円
(8.9%)

歳　出
47億6,141万円

10.010.0%

10.710.7%

10.710.7%

10.910.9% 15.015.0%

16.116.1%

21.521.5%

0.80.8%

1.11.1%

3.23.2%
10.0%

10.7%

10.7%

10.9% 15.0%

16.1%

21.5%

0.8%

1.1%

3.2%

【一般会計】�
国からの地方交付税や町税などを収入財源として、自治
体の行政運営の基本的な経費を網羅した会計です。�

用語の解説

◆合併処理浄化槽�
　　　設置支援事業�
◆ごみ処理事業�
◆各種健診・疾病�
　　　予防活動事業�

�
・・・・・1,216万円�

・・・・・・1億0,388万円�
�

・・・・・4,905万円

衛生費�5億0,822万円�
主な事業

◆商工団体支援事業�
◆中小企業特別融資�
　利子等助成事業�

・・・・・・950万円�

・・・・・・・・424万円

商工費�3,928万円�
主な事業

◆道路新設改良事業�
◆除排雪対策事業�
◆融雪槽等設置助成事業�
◆公営住宅維持管理事業�
◆パレットヒルズ整備事業�

・・・1億5,886万円�
・・・・・・・・6,610万円�

・・・1,409万円�
・・・1,242万円�
・・・1,390万円

土木費�4億7,791万円�
主な事業

◆「広報たかす」発行事業�
◆町民まつり（熱夏フェスタ）支援事業�
◆町営バス運行事業�
◆北斗バス待合所「花かいどう」整備事業�
◆国内外友好交流事業�

・・・・・・・・・・・・・・・・・406万円�
・・・・・・・・・548万円�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,702万円�
・・・・2,213万円�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・875万円

総務費�10億2,119万円�
主な事業

議会運営のための経費です。�

議会費�5,377万円�

消防・救急のための経費です。�

消防費�1億5,402万円�

◆北野地区学童保育施設整備事業�
◆放課後児童クラブ活動支援事業�
◆保育園の運営事業�
◆児童手当支給事業�
◆障がい者福祉支援事業�
◆高齢者福祉支援事業�
◆サンホールはぴねす運営事業�
◆福祉医療費助成事業�

・・・2,377万円�
・・・・・・730万円�

・・・・・・・・・・・・・・7,671万円�
・・・・・・・・・・・・・・3,323万円�

・・・・・・・1億4,553万円�
・・・・・・・・・・・・7,542万円�

・・・・・・6,321万円�
・・・・・・・・・・・・7,234万円

民生費�5億1,086万円�
主な事業

町の借金の返済のための経費です。�

公債費�7億6,503万円�

◆中学校第１体育館整備事業�
◆メロディーホール運営事業�
◆緑地公園親水施設整備事業�
◆私立幼稚園就園奨励事業�
◆学校給食センター運営事業�

・・3億5,982万円�
・・・・・・5,278万円�
・・・・4,277万円�

・・・・・・・・528万円�
・・・・・4,423万円

教育費�7億1,249万円�
主な事業

◆中山間地域等直接支払事業�
◆高品質米生産推進事業�
◆農産加工施設「四季の里」運営事業�
◆道営土地改良（大区画ほ場整備）事業�
◆町有林保育管理事業�

・・・・・・・2億4,271万円�
・・・・・・・・・・・・・・1,077万円�

・・・・・1,051万円�
・・・6,286万円�

・・・・・・・・・・・・・・・・1,209万円

農林費�5億1,864万円�
主な事業

パレットヒルズで植樹��

　
北
斗
バ
ス
待
合
所�

�
「
花
か
い
ど
う
」�

�
鷹
栖
中
学
校
第
１
体
育
館�

もう� ら�

町が行っているさまざまな仕事は、税金や、国・道からの補助金などで賄われています。�

決算は、このお金が、私たちの暮らしやまちづくりの中で、どのように入ってきて、そしてどう生か

されたかをまとめたものです。�

一般会計決算の状況�
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歳　入
48億5,967万円

自�主�財�
源�
28
・
4
%

存�
財�
源�

6
・�
71

%

依�

町税町税
7億1,8211,821万円万円
(14.8(14.8%)

地方交付税地方交付税
1919億8,4548,454万円万円
(40.8(40.8%)

国庫支国庫支出金出金
4億3,3243,324万円万円
(8.9(8.9%)

町税
7億1,821万円
(14.8%)

繰入金
1億2,121万円
(2.5%)

諸収入
1億4,263万円
(2.9%)

使用料及び�
手数料
1億2,181万円
(2.5%)

繰越金
2億3,430万円
(4.8%)

分担金及び�
負担金
3,376万円
(0.7%)

その他
938万円
(0.2%)地方交付税

19億8,454万円
(40.8%)

町債
5億4,150万円
(11.2%)

国庫支出金
4億3,324万円
(8.9%)

道支出金
2億2,253万円
(4.6%)

地方譲与税
1億4,670万円(3.0%) その他

1億4,986万円(3.1%)

「たかすさん」一家の家計簿　～町の決算を家計に例えると～

　
平
成
17
年
度
鷹
栖
町
全
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の

総
額
は
、
歳
入
が
74
億
８，

１
１
４
万
円
、
歳
出
が

72
億
８，

０
１
３
万
円
で
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る

と
歳
入
が
７
・
２
％
の
減
、
歳
出
が
６
・
４
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
般
会
計
の
収
入
を
み
る
と
前
年
度
に
比
べ
５
億

９，

０
３
２
万
円
減
り
、
総
額
で
48
億
５，

９
６
７

万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
、
町
独
自
で
調
達
で
き
る
「
自

主
財
源
」
は
28
・
４
％
。
残
り
の
７
割
以
上
が
国
や

道
か
ら
の
「
依
存
財
源
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

支
出
も
前
年
比
で
４
億
５，

４
２
８
万
円
減
っ
て
い

ま
す
。
平
成
17
年
度
に
は
鷹
栖
中
学
校
第
１
体
育
館

の
建
設
に
よ
る
増
額
も
あ
り
ま
し
た
が
、
前
年
に
高

齢
者
向
け
公
営
住
宅
の
建
設
と
公
債
費
（
借
金
）
の

繰
上
げ
償
還
を
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
国
や
道
か
ら
の
財

政
的
支
援
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、

費
用
に
見
合
う
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
限
ら
れ
た

財
源
の
有
効
活
用
と
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に
、

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

(注)金額を1,000倍すると町の決算額になります。
※前年度のローンの返済114万円のうち、36万円は後年度の負担
を軽減するため、繰上償還をしています。

食費（人件費）�
ローンの返済（公債費）※�
光熱水費、日用品の購入（物件費）�
家族の医療費（扶助費）�
家の増改築費（投資的経費）�
生命保険料、町内会費、冠婚葬祭費�
（補助費）�
子どもへの仕送り（繰出金）�
貯金（積立金）�
兄弟に貸したお金（貸付金）�
家電、車の修理（維持補修費）�
 合　計�

借金（町債）残高� 695万円

前年度
（ 79）
（114）
（ 79）
（ 24）
（107）

（ 66）

（ 34）
（  5）
（  ４）
（ 10）
（522）

75万円
76万円
78万円
26万円
98万円

70万円

40万円
1万円
2万円
10万円
476万円

支　　　出
おじいちゃんからの援助�
（地方交付税、国・道支出金など）�

お父さんとお母さんの給料（町税）�
銀行からの借金（町債）�

家賃収入�
（分担金、使用料、諸収入など）�

預金の取り崩し（繰入金）�
昨年からの繰越金�
 合　計�

前年度

（305）

（ 72）
（ 62）

（ 37）

（ 58）
（ 11）
（545）

294万円

72万円
54万円

31万円

24万円
11万円
486万円

収　　　入

　町の歳出予算は、通常「何のために使うのか」といった目的別に区分されていますが、どのようにお金
が使われているかより分かりやすく、家庭で使用している家計簿のように分類してみました。�

●お父さん…会社員ですが、不景気で給料は増えません。アパート経営もしています。�
●お母さん…おじいちゃんからの援助が減ったので、花屋さんでアルバイト。�
●お兄さん…大学１年生で、札幌で一人暮らしをしています。　●弟…保育園の年長さん�
●おじいちゃん…隣町で不動産会社社長。バブルがはじけ経営状況悪化。�

たかすさん家族の紹介

702万円

貯金（基金）残高�  93万円 104万円
平成17年 平成16年

⇒ 差し引き10万円は翌年への繰り越しです。

10.0%

10.7%

10.7%

10.9% 15.0%

16.1%

21.5%

0.8%

1.1%

3.2%

平成17年度決算の概要と平成18年度上半期の財政状況�

鷹栖町の財政事情を公表します�
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4億5,100万円�
4億5,200万円�

4億0,300万円�

4億4,300万円�

4億4,400万円�
4億1,600万円�

5億6,100万円� 6億5,100万円� 6億6,500万円� 4億2,000万円�

6,100万円�
3,100万円�

7億1,300万円� 7億1,300万円� 6億7,000万円� 6億9,600万円� 5億3,100万円� 4億8,200万円�

町債（借金）残高の推移�

0億円�

20億円�

40億円�

60億円�

80億円�

100億円�

120億円�

上水道会計� 下水道会計� 一般会計�

Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12

1111億�
8,8008,800万円万円�

1111億�
3,1003,100万円万円�

1010億�
6,9006,900万円万円�1010億�

5,5005,500万円万円�9億�
7,8007,800万円万円�

9億�
1,2001,200万円万円�

1515億�
1,5001,500万円万円�

1414億�
9,2009,200万円万円�

1414億�
0,0000,000万円万円�

1313億�
6,5006,500万円万円�1313億�

0,6000,600万円万円�
1212億�
5,5005,500万円万円�

7474億�
9,0009,000万円万円�

7474億�
3,6003,600万円万円�

7676億�
0,4000,400万円万円�

7373億�
7,2007,200万円万円�

7070億�
1,9001,900万円万円�

6969億�
4,6004,600万円万円�

11億�
8,800万円�

11億�
3,100万円�

10億�
6,900万円�10億�

5,500万円�9億�
7,800万円�

9億�
1,200万円�

計
101億
9,300万円

計
100億
5,900万円

計
100億
7,300万円

計
97億
9,200万円

計
93億
0,300万円

計
91億
1,300万円

15億�
1,500万円�

14億�
9,200万円�

14億�
0,000万円�

13億�
6,500万円�13億�

0,600万円�
12億�
5,500万円�

74億�
9,000万円�

74億�
3,600万円�

76億�
0,400万円�

73億�
7,200万円�

70億�
1,900万円�

69億�
4,600万円�

各特別会計決算の状況�
平成17年度における各特別会計の決算額は、次のとおりです。�

町債（借金）の状況�
　町債（借金）は、公共施設の建設などのほか、減税
分や地方交付税を補うための財源として、平成17年度
末で総額91億1,300万円（一般会計69億4,600万円、上
水道会計９億1,200万円、下水道会計12億5,500万円）
となっています。�
　財務省や日本郵政公社、公営企業金融公庫、各金融
機関などから借り入れています。�

公営企業決算の状況�
　平成17年度における公営企業会計の決
算額は次のとおりです。�

※資本的収支の不足額1億0,866万円は、過年度損
益留保資金で補てんしました。

国民健康保険事業�

老人保健事業�

介護保険事業�

下水道事業�

公平委員会運営事業�

6,375万円

266万円

3,156万円

440万円�

38万円�

7億6,164万円

9億3,325万円

5億0,680万円

3億0,575万円�

1,128万円�

8億2,539万円

9億3,591万円

5億3,836万円

3億1,015万円�

1,166万円�

国保加入者の医療費を
給付するため

75歳以上の方の医療費
を賄うため

在宅介護や施設介護サ
ービスのため

公共下水道の整備や汚
水処理のため

上川管内の自治体職員�
の権利擁護のため�

会　計　名� 収入額� 支出額� 収支差引額�
�

収益的収支�

�

�

資本的収支�

収入�

支出�

差引�

収入�

支出�

差引�

2億1,950万円

2億1,370万円

580万円

6,486万円

1億7,352万円

▲1億0,866万円

町民１人あたりの借金�

121万6,000円�
【うち一般会計分92万7,000円】
平成18年3月31日人口7,492人で計算

【特別会計】�
特定の事業を行う場合又は特定の収入で事業を行
う場合に、経理を他の会計と区別する必要がある
ため、法律や条例に基づいて設置しているもので
す。�

【公平委員会】�
町村職員の勤務条件に関する措置の要求・審査、
不利益処分についての不服申し立ておよび町村職
員（離職した職員を含む）からの勤務条件その他
の人事管理に関する苦情の申し出および相談など。�

【収益的収支】�
営業活動から生じる収支を指し、水道水をつくり、

家庭などに送り届けるために必要な支出と、その
財源となる収入のことです。�

【資本的収支】�
水道管の布設工事や水道施設建設など、将来の給
水などに備えた設備投資に生じる収支のことです。�

【過年度損益留保資金】�
減価償却費などの計上により前年度までに企業（水
道事業）内部に留保された資金のことです。�

【公営企業会計】�
住民の福祉の向上を目的として、当該事業に伴う
収入により経営する企業を公営企業といい、水道
事業がこれに当たります。�

用語の解説�
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基金残高の推移�

財政調整基金� 減債基金� 特定目的基金�

Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12
0億円�

5億円�

10億円�

15億円�

20億円� 計
17億2,600万円

計
18億1,900万円 計

17億2,800万円
計
15億5,800万円

計
10億0,360万円 計

9億2,900万円

4億5,1005,100万円万円�
4億5,2005,200万円万円�

4億0,3000,300万円万円�

4億4,3004,300万円万円�

4億4,4004,400万円万円�
4億1,6001,600万円万円�

5億6,1006,100万円万円� 6億5,1005,100万円万円� 6億6,5006,500万円万円� 4億2,0002,000万円万円�

6,1006,100万円万円�
3,1003,100万円万円�

7億1,3001,300万円万円� 7億1,3001,300万円万円� 6億7,0007,000万円万円� 6億9,6009,600万円万円� 5億3,1003,100万円万円� 4億8,2008,200万円万円�

4億5,100万円�
4億5,200万円�

4億0,300万円�

4億4,300万円�

4億4,400万円�
4億1,600万円�

5億6,100万円� 6億5,100万円� 6億6,500万円� 4億2,000万円�

6,100万円�
3,100万円�

7億1,300万円� 7億1,300万円� 6億7,000万円� 6億9,600万円� 5億3,100万円� 4億8,200万円�

町の基金の状況�

【財政調整基金】�
突発的な災害や緊急を要する経費に備える
ためのお金。�

【減債基金】�
借金の増加による財源不足に備えて、借金
返済を計画的に行うためのお金。�

【教育施設整備基金】�
町立学校など教育施設整備のためのお金。（Ｈ
17は中学校のトイレ改修や体育館備品整備
に使いました）�

【社会福祉施設及び保健医療施設整備基金】�
社会福祉施設や保健医療施設を整備するた
めのお金。（Ｈ17は北野地区学童保育施設
整備に使いました）�

【ふるさと創生事業基金】�
ふるさと創生事業（国の地域活性化事業）
で分配されたお金。（Ｈ17はパレットヒル
ズ整備や国内外交流事業に使いました）�

【地域福祉基金】�
在宅福祉の普及・向上、健康及び生きがい
づくりを進めるためのお金。（Ｈ17は高齢
者などの住宅改造助成金に使いました）�

【文化事業振興基金】�
芸術文化に接する機会や町民の自主的な文化活動に使
うお金（Ｈ17はメロディーホールの自主公演事業に使
いました）�

【ふれあい基金】�
鷹栖の人材育成に使われるお金。�

主な基金（3千万円以上）の解説�

　平成13年度と比較して基金残高は８億９
千万円も減少しています。これは毎年財政
が厳しくて、やみ雲に取り崩してきたとい
うわけではありません。�
　減債基金が大きく減っていますが、これ
は後年度の借金の返済額が多額になること
を防ぐため、借入利率の高いものから計画
的に繰り上げて返済してきたためです。�
　また、特定目的基金についても、中学校
の第１体育館を改築するために積み立てし
てきたお金を、計画に沿って活用したこと
が減少の大きな要因となっています。�

基金の推移の解説�

財政調整基金�

減債基金�

教育施設整備基金�

社会福祉施設及び保�
健医療施設整備基金�

ふるさと創生事業基金�

文化事業振興基金�

ふれあい基金�

体育振興基金�

地域福祉基金�

ふるさと・水と土保�
全基金�

その他�

 合　　計�

444

61

45

130

37

40

93

21

144

10

11

1,036 0

28

30

14

21

10

2

2

107

416

31

31

109

27

38

93

21

142

10

11

929

17年度中増減
区　分� 16年度末

残高
17年度末
残高増� 減�

ゴールドコースト友好訪問団派遣�

メロディーホール
平成17年度自主
文化事業「かわ
べバンドファミリ
ーコンサート」�

（単位：百万円）�

特

定

目

的

基

金

�

11億�
8,800万円�

11億�
3,100万円�

10億�
6,900万円�10億�

5,500万円�9億�
7,800万円�

9億�
1,200万円�

15億�
1,500万円�

14億�
9,200万円�

14億�
0,000万円�

13億�
6,500万円�13億�

0,600万円�
12億�
5,500万円�

74億�
9,000万円�

74億�
3,600万円�

76億�
0,400万円�

73億�
7,200万円�

70億�
1,900万円�

69億�
4,600万円�
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収入予算額�
43億7,095万円�
収入済額�

19億9,326万円/

執行率45.6%

一般会計歳出予算額（9月補正後）�

一般会計歳入予算額（9月補正後）�

支出済額�

数字は、各款別の支出済額�
（　）内は各款別予算に対する執行率�

予算残額�

収入済額�

数字は、各款別の収入済額�
（　）内は各款別予算に対する執行率�

予算残額�

地方交付税地方交付税
1313億3,8683,868万円万円
（69.069.0％）

町税町税
2億7,1707,170万円万円
（39.739.7％）

道支道支出金出金
2,1372,137万円万円
（11.311.3％）

その他
3億5,0065,006万円万円
（53.653.6％）

国庫支国庫支出金出金
1,1451,145万円万円
（3.23.2％）

町　債町　債
（0.00.0％）

繰入金繰入金
（0.00.0％） 地方交付税

13億3,868万円
（69.0％）

町税
2億7,170万円
（39.7％）

道支出金
2,137万円
（11.3％）

その他
3億5,006万円
（53.6％）

国庫支出金
1,145万円
（3.2％）

町　債
（0.0％）

繰入金
（0.0％）

総務費総務費
4億8,5768,576万円万円
（47.347.3%）

公債費公債費
2億9,9599,959万円万円
（37.637.6%）

土木費土木費
8,7458,745万円万円
（16.416.4%）

農林費農林費
1,8361,836万円万円
（3.63.6%）

民生費生費
2億865865万円万円
（44.044.0%）

衛生費衛生費
1億973973万円万円
（23.323.3%）

教育費教育費
1億1,9041,904万円万円
（38.638.6%）

その他
1億2,0912,091万円万円
（48.548.5%）

総務費
4億8,576万円
（47.3%）

公債費
2億9,959万円
（37.6%）

土木費
8,745万円
（16.4%）

農林費
1,836万円
（3.6%）

民生費
2億865万円
（44.0%）

衛生費
1億973万円
（23.3%）

教育費
1億1,904万円
（38.6%）

その他
1億2,091万円
（48.5%）

支出予算額�
43億7,095万円�
支出済額�

14億4,949万円/

執行率33.2%

町税の収入状況�
科　目�

町民税(個人)

町民税(法人)

固定資産税�

�

予算額

1億5,903万円

　 3,861万円

4億0,777万円

収入済額

　 6,313万円

　 2,296万円

1億4,343万円

割合

39.7%�

59.5%�

35.2%

特別会計の状況�

会　計　名� 予算現額�
（Ａ）�

収入済額�
（Ｂ）�

支出済額�
（Ｃ）�

9億5,631万円

7億9,223万円

5億7,036万円

2億6,983万円

1,193万円

26億0,066万円

3億6,755万円

2億7,777万円

2億8,905万円

3,284万円

809万円

9億7,530万円

3億8,474万円

3億3,593万円

2億0,494万円

1億0,576万円

590万円

10億3,727万円

収入率
（Ｂ/Ａ×100）

38.4%

35.1%

50.7%

12.2%

67.8%

37.5%

執行率
（Ｃ/Ａ×100）

40.2%

42.4%

35.9%

39.2%

49.5%

39.9%

科　目�

軽自動車税�

町たばこ税�

都市計画税�

合　計�

予算額

　 1,280万円

　 3,950万円

　 2,670万円

6億8,441万円

収入済額

　 1,309万円

　 1,694万円

　 1,215万円

2億7,170万円

割合

102.3%

 42.9%

 45.5%

 39.7%

　
平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
広
報

４
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
一
般
会

計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
歳
出
予
算
額

は
68
億
４，

８
９
７
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。�

　
そ
の
後
、
一
般
会
計
は
町
道
11
号
道
路
整
備

事
業
や
生
ご
み
堆
肥
化
施
設
整
備
事
業
な
ど
で

予
算
の
補
正
を
行
い
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
１

億
２，

２
６
４
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
末
で
69
億
７，

１
６
１
万
円
が
予
算
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
の
う
ち
、
歳
入
は

予
算
額
の
45
・
６
％
に
あ
た
る
19
億
９，

３
２

６
万
円
が
、
収
入
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
歳
出
に
つ
い
て
も
予
算
額
の
33
・
２
％
に

あ
た
る
14
億
４，

９
４
９
万
円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。�

平
成
１８
年
度

上
半
期
の
財
政
状
況�

９
月
末�

現
　
在�

老 人 保 険 事 業 �

国民健康保険事業�

介 護 保 険 事 業 �

下 水 道 事 業 �

公平委員会運営事業�

計�
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●職員の定員適正配置計画（平成16年度～25年度）�

●特別職などの報酬等の状況�

●職員・町長等特別職・議会議員・各種委員�
　の手当、報酬の状況 （単位：万円）�

●職員の初任給の状況 （月額）�

注）人件費：職員･町長など特別職･議会議員･各種委
員の給料、手当、報酬、共済費、退職手当組
合負担金などの支払い総額�

町職員の給与・手当�
定員管理状況�

平成18年４月１日現在

鷹栖町職員�

▲9

▲1

－

－
▲10

職　員　数� 目　標��
部　門�

 80

 13

  8

  5

106

平成16年
平成16年
との比較

 71

 12

  8

  5

 96

平成25年

▲2

－

－

－
▲2

平成16年
との比較

 76

 14

  8

  5

103

平成17年

 78

 13

  8

  5

104

平成18年

●退職手当の支給率�

区　分�
�

勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

鷹栖町職員�
自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

国家公務員�

給　　料�
（月　額）�

�
�

期末手当�

�
�

報　　酬�
（月　額）�

�
報酬（日額）�

町　　長
助　　役
教 育 長
６　　月
12　　月
合　　計

議　　長
副 議 長
議　　員
各種委員

�
区 分�
�

平成17年度�

歳　出�
決算額�
（Ａ）�

476,141 78,336 16.5% 15.7%

人件費�
（Ｂ）�

人件費率�
（Ｂ）／（Ａ）�

15 年 度
人件費率

680,000円
570,000円
540,000円
2.125月分
2.325月分
4.45 月分

250,000円
190,000円
165,000円
  7,000円

●職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況�

経験年数区分� 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

大学卒�
高校卒�

276,500円
228,480円

－
290,090円

－
340,666円

一般職�

●職員の平均給料月額、平均給与月額 （平成18年4月分）

注)平均給与月額は、給料のほか、扶養手当、住居手当、管理職手
当、時間外手当、通勤手当が含まれています。

注)技能・労務職：運転技師や施設管理人など業務に従事する人

注)経験年数：卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合の年数�

区　　分�
一般行政職�
技能・労務職�

平均給料月額
319,617円
318,220円

平均給与月額
371,698円
352,034円

●職員（30歳・50歳）の平均給料月額�

注)平均給料月額は、扶養手当、
住居手当、管理職手当、時間
外手当、通勤手当を含みません。�

区分�
30歳
50歳

平均給料月額
230,100円
410,275円

●職員の平均年齢�

注)技能･労務職：運転技
師や施設管理人など業
務に従事する人�

区分�
一般行政職�
技能・労務職�

平均年齢
40.7歳
44.8歳

区　分�
法定初任給�採 用 ２ 年�経過給料額�

一般職�
大学卒�
高校卒�

170,200円
138,400円

182,200円
146,700円

国家公務員�

法定初任給�採 用 ２ 年�経過給料額�

170,200円
138,400円

182,200円
146,700円

●職員の給料・手当の状況（一般会計） （単位：万円）�

注)給 与 費：当初予算額。特別職の給与と退職手当組合負担金は
含まれていません。�

　 職員手当：扶養手当、住居手当、管理職手当、寒冷地手当、時
間外手当などが含まれます。�

平成18年度 92人 34,132 13,915 5,347 53,394 580

職員数�
（Ａ）�

当初予算額� 一人当り�
給 与 費�
（B）／（A）�給　料�期末勤勉�手　　当�職員手当�

計�
（Ｂ）�

区　分��

●職員手当の状況（期末勤勉手当の支給割合）�

区　分�
�

６月�
12月�
計�

加算措置�
�

鷹栖町職員�
期末手当�勤勉手当�前年比�期末手当�勤勉手当�前年比�
1.40月分
1.60月分
3.00月分

0.725月分
0.725月分
1.45 月分

0.025

0.025

0.05 

1.40月分
1.60月分
3.00月分

0.725月分
0.725月分
1.45 月分

0.025

0.025

0.05 

国家公務員�

職務の段階、職務の級などによる加算措置があります�

一般行政職�
特別行政職（教育委員会の職員）�
公営企業等職員�
（水道、下水道、国民健康保険の職員）�
準職員（嘱託保育士等）�

合　　　　　計�

（期末手当は一般職同様加算措置あり）�

　町職員の給与は、民間事業所との比較、国
や他の地方公共団体職員とのバランスなどを
考えて決められています。�
　今月号では、職員の給料や手当などのあら
ましについてお知らせします。�

地方交付税
13億3,868万円
（69.0％）

町税
2億7,170万円
（39.7％）

道支出金
2,137万円
（11.3％）

その他
3億5,006万円
（53.6％）

国庫支出金
1,145万円
（3.2％）

町　債
（0.0％）

繰入金
（0.0％）

総務費
4億8,576万円
（47.3%）

公債費
2億9,959万円
（37.6%）

土木費
8,745万円
（16.4%）

農林費
1,836万円
（3.6%）

民生費
2億865万円
（44.0%）

衛生費
1億973万円
（23.3%）

教育費
1億1,904万円
（38.6%）

その他
1億2,091万円
（48.5%）
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いし� だ� まさ� と�

石 田雅人 さん�

Introducing in May...

魚市　石田商店　代表取締役�

地元の食材に誇りを持って�
「鷹栖産」を全国へ�

2006 12
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今
月
は
、
鷹
栖
産
食
材
の
良

さ
を
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
、

鷹
栖
産
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
開
発
し
た
、
石
田
雅
人
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

石
田
さ
ん
は
㈲
魚
市
　
石
田

商
店
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、

弟
の
善
嗣

よ
し
つ
ぐ

さ
ん
と
と
も
に
多
く

の
町
民
に
親
し
ま
れ
る
寿
司
店

「
駒
鮨
」
な
ど
を
経
営
。
ま
た
、

鷹
栖
町
商
工
会
の
青
年
部
長
と

し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
屋

台
出
店
、
異
業
種
交
流
、
交
通

安
全
啓
蒙
運
動
な
ど
の
活
動
の

先
頭
に
立
ち
活
躍
し
て
い
ま
す
。

３
代
目
と
な
る
「
駒
鮨
」
を

継
ぐ
以
前
は
、
町
外
で
和
食
の

修
行
を
積
ん
で
い
る
石
田
さ
ん
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
「
鷹
栖

産
の
食
材
を
使
っ
て
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
」
と
の
思
い
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

鷹
栖
の
食
材
と
言
え
ば
野

菜
。
豊
富
な
種
類
の
野
菜
の
中

か
ら
厳
選
さ
れ
た
の
は
、
じ
ゃ

が
い
も
、
た
ま
ね
ぎ
、
ト
マ
ト

の
３
種
で
す
。
そ
れ
ら
に
加
え
、

道
産
牛
を
使
っ
た
ビ
ー
フ
シ
チ

ュ
ー
を
、
料
理
を
担
当
す
る
善

嗣
さ
ん
が
試
行
錯
誤
の
末
に
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
商
品
は
、

「
鷹
栖
産
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰

め
」
と
い
う
意
味
合
い
を
込
め

て
「
牛
牛

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

シ
チ
ュ
ー
」
と
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー

は
圧
力
鍋
で
数
時
間
煮
込
む
だ

け
で
、
肉
に
若
干
の
繊
維
質
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、「
牛
牛
シ

チ
ュ
ー
」
は
、
た
ま
ね
ぎ
と
ト

マ
ト
が
原
型
が
無
く
な
る
ま

で
、
手
間
ひ
ま
を
掛
け
て
コ
ト

コ
ト
と
２
日
間
煮
込
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
肉
は
繊
維
質

ま
で
柔
ら
か
く
な
り
、
濃
厚
で

コ
ク
の
あ
る
ソ
ー
ス
が
十
分
に

染
み
込
ん
で
い
ま
す
。

和
食
を
主
と
す
る
お
寿
司
屋

さ
ん
が
作
っ
た
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
本
格
的
な
味
。
そ
の
出
来

上
が
り
に
は
「
地
元
の
い
い
食

材
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
自
然

な
風
味
に
仕
上
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
ち
の
寿
司
屋
が
作
っ

た
と
い
う
『
意
外
性
』
や
『
創

造
性
』
も
感
じ
て
く
れ
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

苦
労
の
末
に
開
発
し
た
「
牛

牛
シ
チ
ュ
ー
」
を
東
京
方
面
な

ど
全
国
で
の
販
売
を
目
指
し
、

商
工
会
活
動
の
一
環
と
し
て
商

談
の
場
で
売
り
込
み
、
来
年
１

月
か
ら
本
格
的
な
販
売
を
始
め

ま
す
。「
道
内
を
は
じ
め
全
国

各
地
の
企
業
で
好
評
を
い
た
だ

き
、
鷹
栖
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
農
家

が
頑
張
っ
て
作
っ
た
食
材
を
活

用
し
て
、
さ
ら
に
広
く
全
国
へ

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
手
ご
た
え
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

現
在
は
町
内
向
け
の
商
品
が

無
い
の
が
心
残
り
と
の
こ
と
。

そ
の
た
め
、「
今
後
は
レ
ト
ル

ト
パ
ッ
ク
な
ど
に
し
て
町
内
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
味
わ
え
る
よ

う
、
改
良
も
加
え
る
予
定
で
す
。

売
上
は
年
間
３
万
個
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「『
牛
牛
シ
チ
ュ
ー
』

の
他
に
も
鷹
栖
産
の
食
材
を
つ

か
っ
た
『
第
２
弾
』
も
考
え
て

い
ま
す
」
と
自
信
に
満
ち
た
笑

顔
で
話
す
石
田
さ
ん
。「
駒
鮨

発
」
の
新
た
な
特
産
品
に
期
待

で
す
。
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秋 の 叙 勲
長年にわたり地域や社会で貢献された方を対象とする叙勲が発表され、

町内では宮崎由太郎さんが受賞されました。

公正な選挙は地域の協力のもとに

旭日双光章

宮崎由太郎さん
（11線10号）

宮
崎
さ
ん
は
昭
和
50
年
か
ら

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
選
任

さ
れ
る
と
同
時
に
、
同
委
員
会

委
員
長
に
就
任
。
勇
退
さ
れ
る

平
成
７
年
ま
で
20
年
に
わ
た

り
、
強
い
責
任
感
の
も
と
公
正

な
選
挙
の
執
行
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

宮
崎
さ
ん
が
委
員
に
就
任
さ

れ
た
昭
和
50
年
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
全
委
員
が
総
入
れ
替

え
に
な
り
、
ご
自
身
を
含
む
全

員
が
新
人
と
い
う
状
況
で
、
委

員
長
と
い
う
大
役
も
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
全
委
員
が
未
経

験
の
中
、
委
員
長
任
命
の
話
を

い
た
だ
き
、
驚
き
も
あ
り
ま
し

た
が
、
選
挙
法
令
な
ど
の
法
律

を
必
死
に
勉
強
し
ま
し
た
」
と

就
任
当
初
の
思
い
出
を
振
り
返

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
の
負
担
軽
減
と
公

平
な
選
挙
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
公
営

化
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に

偏
り
が
あ
っ
た
投
票
所
を
閉

鎖
・
移
転
し
、
投
票
所
を
現
在

の
５
カ
所
に
再
編
す
る
な
ど
、

効
率
的
な
投
票
事
務
運
営
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
選
挙
執
行
、

管
理
へ
の
多
大
な
貢
献
に
よ

り
、
在
職
期
間
中
の
町
長
・
町

議
会
議
員
選
挙
は
、
95
％
を
超

え
る
高
い
投
票
率
で
し
た
。

「
公
正
な
選
挙
の
た
め
に
は
、

投
票
者
の
高
い
意
識
が
重
要
。

今
ま
で
何
の
事
故
も
無
く
選
挙

を
運
営
で
き
た
の
は
、
選
挙
に

直
接
関
わ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か

げ
で
す
」
と
、
受
賞
の
喜
び
と

と
も
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
て

い
ま
し
た
。

▲高橋知事より表彰を受ける宮崎さん

「
戌
年
に
冷
害
は
な
い
」

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
６
月
ま
で
の
天
気
に
は

ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
７
月
か
ら
の
好
天
続
き

で
鷹
栖
の
米
づ
く
り
は
始
ま

っ
て
以
来
と
思
わ
れ
る
大
豊

作
に
な
り
ま
し
た
。
農
薬
の

使
用
も
農
業
者
の
努
力
に
よ

っ
て
年
毎
に
減
少
し
、
品

質
・
食
味
・
安
全
の
三
拍
子

揃
っ
た
素
晴
ら
し
い
お
米
が

で
き
、
昨
年
の
よ
う
な
作
況

調
整
の
集
荷
円
滑
化
対
策
の

発
動
が
な
か
っ
た
の
も
幸
い

で
し
た
。

年
ご
と
に
大
手
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
の
取
扱
量
も
増
え
、

さ
ら
に
今
年
は
東
京
都
内
の

大
規
模
小
学
校
で
も
給
食
に

検
討
さ
れ
る
な
ど
、「
た
か

す
米
」
の
評
価
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
作
付
け
が
見
込
ま
れ
る

「
な
な
つ
ぼ
し
」「
お
ぼ
ろ
づ

き
」
な
ど
、
本
州
の
米
ど
こ

ろ
を
凌
ぐ
新
品
種
へ
の
期
待

も
膨
ら
み
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
昭
和
45
年

以
来
続
い
た
国
に
よ
る
米
の

生
産
調
整
か
ら
、
生
産
者
と

生
産
者
団
体
に
よ
る
調
整
に

変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
う
経
営

所
得
安
定
対
策
な
ど
の
新
た

な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な

ど
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
今

年
の
実
績
は
農
業
者
に
と
っ

て
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

町
の
あ
り
が
た
く
な
い
風

物
詩
、
稲
藁
の
焼
却
を
減
ら

す
工
夫
も
「
ク
リ
ー
ン
農
業
」

の
一
部
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
来
年
も
「
米
ど

こ
ろ
鷹
栖
」
の
自
信
と
誇
り

を
胸
に
、
更
な
る
努
力
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

鷹
栖
町
長
　
佐
藤
　
節
雄

「
夢
　
膨
ら
む
米
づ
く
り
を
」



　心身に障がいを持つ人とその支援者からなる「じ

ゃがいもの会」による収穫祭が11月18日、伝承館

で開催され、参加した70人がそば打ちを行いまし

た。

　春に植えたそばは、会の役員の方がたが中心と

なって管理。参加者は一緒にそば粉を練り、出来

は多少不格好ながらも真剣な顔でそばを切ってま

した。

　室永トシ子会長は「皆で作ったそばをおいしく

いただきましょう」とあいさつ。参加者は収穫の

喜びを噛み締めながら、味わい深い秋の味覚を楽

しみました。�

穫の喜びを味わう�収�「じゃがいもの会」収穫祭�

　子育てセンター主催による講演会が11月１日、

サンホールはぴねすで開かれ、幼児の母親25人が

参加しました。

　「色のいいはなし」と題し、たかす円山幼稚園

の元教諭で、現在カラーセラピストとして活躍さ

れている佐藤美加さんが講演。色と光を使って体

と心のバランスを取り戻すというオーラソーマを

紹介し、色の持つ意味やその活用などを説明しま

した。

　参加者からは「子どもに特定の色に興味を持た

せるにはどうしたら良いか」など、質問が盛んに

出されていました。�

育てに色を活用して�子�子育てセンター講演会�

　11月２日、長野県の歌舞劇団「田楽座」に所属

する山本朗生さん、藤野聖己さんが鷹栖さつき苑

へ慰問に訪れ、同施設を利用するお年寄り約70人

が伝統芸能を楽しみました。

　藤野さんが町内出身で、同施設に同級生が勤務

している縁で今回の慰問が実現。篠笛や和太鼓、

津軽三味線などを駆使した伴奏と力強い歌声で、

民謡など８つの演目を披露しました。

　「夕焼け小焼け」など懐かしい馴染みのある曲

では、お年寄りたちはメロディーに合わせて口ず

さんでいました。�

統芸能の醍醐味を鑑賞�伝�「田楽座」さつき苑慰問�
でん�がく�ざ�
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　大雪の園に11月15日、旭川グランドホテルの副

総料理長・吉岡将之さんら４名がボランティアと

して訪れ、中華料理を振る舞いました。

　この日のメニューは中華飯、チャーハン、杏仁

豆腐、中華スープの４品。チャーハンは利用者の

目の前で大きな中華鍋を豪快に振って調理、その

迫力ある姿に利用者たちは目を丸くしていました。

　利用者や職員ら約80人が本格中華に舌鼓を打ち、

利用者たちは「とてもおいしかったです。ありが

とうございました」と感謝していました。

ロの本格中華に舌鼓�プ�大雪の園でボランティア調理�

　鷹栖町婦人ボランティアクラブ（大多和喜代子

会長）の皆さんが11月26日、町内の一人暮らしの

高齢者宅を訪問し、プレゼントを手渡しました。

　この日は同クラブほか民生委員さん含め30人が

朝早くから五目ご飯を作り、手分けして宅配。

143人のお宅を回り、一人ひとりに「元気でした

か？」など声を掛けながら、出来立ての温かな五

目御飯を手渡しました。訪問先のお年寄りたちは、

とてもうれしそうに受け取っていました。

年寄りへ心温まる贈り物�お�一人暮らし高齢者訪問�

　11月26日、町ミニバレー連盟主催による「第11

回全町ミニバレー大会」が、総合体育館で開催さ

れました。

　同連盟の加盟チーム、各小中学校のＰＴＡチー

ム、町内事業所のチームなど、全30チーム計132

人が参加。参加者らは家族などの声援を受けなが

ら、和気あいあいと試合を楽しんでいました。

　また、連盟加盟チーム同士の試合では鋭く落ち

るサーブ、急角度のスパイクなどの応酬が繰り広

げられ、好試合に拍手が送られていました。

ットを挟んだ熱い試合�ネ�全町ミニバレー大会�

　全国納税貯蓄組合連合会が募集した「税につい

ての作文」コンクールで鷹栖中学校３年生の水野

彩香さんが全国表彰の全国納税貯蓄組合連合会優

秀賞に、同じく３年生の角井仁美さんが旭川中央

地区納税貯蓄組合連合会長賞を受賞しました。

　水野さんの作文は、「多くの人が税金は全員で

協力して色々な人たちを助けるものだと考えるこ

とができれば」という思いをつづったものです。

　11月17日に中学校を訪れた旭川中地区納税貯蓄

組合連合会の役員の方から、２人に表彰状と記念

品が手渡されました。

の役割を作文で主張�税�税の作文コンクール�
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教育委員会のページ�

特　集�

鷹栖町特別支援教育推進委員会�

平成19年度からスタート�
特別支援教育とは�

これまでの特殊教育の対象の障がいだけでなく、ＬＤ、
ＡＤＨＤなどの特別な支援を必要とする子ども一人一
人の個性を把握・理解します。子どもの持てる力を高
め、生活や学習上の困難を改善または克服するために、
適切な教育や指導、支援を行うものです。�

特別支援教育ってなぁに？�

～ 基 本 的 な 考 え 方 の 変 化 ～ �

「 特 殊 教 育 」�
障がいの程度に応じ特別の場で指導を行う�

「特別支援教育」�

�特別な支援を必要とする幼児、児童、生徒一人
一人の個性に応じて適切な教育的支援を行う�

�入学前から卒業後に渡る一貫した支援を行う�

LD（Learnig Disabilities）：学習障害�
ADHD（Attention Deficit / Hyperactivity Disorder）：注意欠陥／多動性障害�

ＬＤ、ＡＤＨＤなど
の特別な支援を必要
とする子どもたちへ、
通常学級で対応�

教育、福祉、医療な
どさまざまな側面か
らの支援�

養護学校などでの
きめ細かな教育�

こ
れ
ま
で
見
過
さ
れ
て
い
た
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
の
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
た
ち
が
、
そ
の
個
性
に
合
わ

せ
た
適
切
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、「
特
殊
教
育
」
か
ら
「
特

別
支
援
教
育
」
へ
の
転
換
が
平
成
１９
年
度
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
各
教
育
機
関
が
連
携
を
図
り
、
医
療
・
福
祉
機
関

の
助
言
や
協
力
を
得
な
が
ら
、
子
ど
も
を
一
貫
し
て
支
援
し
ま
す
。

今
回
は
、
特
別
支
援
教
育
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
が
、
周
囲
に

理
解
さ
れ
ず
本
人
や
保
護
者
が

悩
み
を
抱
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
個
性
に
合
わ
せ
た

適
切
な
支
援
を
確
保
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
が
学
ぶ
う
え
で
何

が
必
要
か
正
確
に
把
握
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

Ｌ
Ｄ
に
よ
り
算
数
が
苦
手
な
子

ど
も
は
、
筆
算
す
る
時
に
桁
が

ず
れ
て
し
ま
う
と
い
う
原
因
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
症
状
へ
の
対

応
策
と
し
て
、
ま
す
目
の
入
っ

た
用
紙
で
筆
算
を
さ
せ
る
と
、

正
し
く
計
算
で
き
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
特
別
な
教
育
的
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
日
ま
で
「
特
殊
教
育
」
は

重
い
障
が
い
、
目
に
見
え
る
障

が
い
、
医
学
的
に
原
因
の
明
確

な
障
が
い
を
中
心
に
進
展
し
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
知
的
障

が
い
・
肢
体
不
自
由
の
あ
る
こ

ど
も
は
、
そ
の
障
が
い
の
程
度

に
応
じ
て
養
護
学
校
を
は
じ
め

知
的
な
遅
れ
が
な
い
の
に
い

つ
ま
で
も
文
字
が
読
め
な
か
っ

た
り
、
国
語
は
よ
く
で
き
る
の

に
算
数
は
さ
っ
ぱ
り
だ
っ
た

り
、
知
能
な
ど
の
発
達
に
不
均

衡
が
見
ら
れ
る
Ｌ
Ｄ
。
注
意
を

持
続
で
き
な
い
、
じ
っ
と
し
て

ら
れ
な
い
、
順
番
を
待
て
な
い

な
ど
の
症
状
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
。

子
ど
も
の
個
性
に

合
わ
せ
た
適
切
な
対
応
を

一
貫
し
て
支
援
を

受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
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特
殊
学
級
ま
た
は
通
常
学
級
で

教
育
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
通
常
学
級
に
在

籍
す
る
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど

の
子
ど
も
の
場
合
、
そ
の
状
態

が
理
解
さ
れ
ず
、
教
育
的
支
援

も
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
環

境
で
し
た
。

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
へ
新
た

な
教
育
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
は
、
教
育
支
援
の
枠
組
み
や

考
え
方
を
大
き
く
転
換
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
従
来
の
特
殊
教
育
を

継
承
・
発
展
さ
せ
支
援
を
行
う

た
め
、
今
年
５
月
、
特
別
支
援

教
育
推
進
委
員
会
を
設
立
。
身

近
な
地
域
に
お
い
て
、
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

自
立
や
社
会
参
加
を
目
指
し

て
、「
特
別
支
援
教
育
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

長
期
的
な
視
点
で
乳
幼
児
期

か
ら
学
校
卒
業
後
ま
で
を
通
じ

て
、
各
機
関
の
連
携
の
も
と
一

貫
し
て
的
確
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
早
期
か
ら
一

貫
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
状
態
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向

け
て
、
各
学
校
や
鷹
栖
町
内
で

の
体
制
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
各

学
校
で
は
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
、
ま
た
、
町
内
で

は
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

相
談
や
、
各
幼
稚
園
・
保
育

園
・
鷹
栖
養
護
学
校
が
相
談
の

窓
口
と
な
り
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
よ
り
よ
い
支
援
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

幼
い
頃
私
が
最
初
に
憧
れ
た

の
が
、
電
車
の
運
転
手
さ
ん
。

当
時
旭
川
市
内
や
近
郊
を
走
っ

て
い
た
路
面
電
車
。
道
路
の
真

ん
中
を
堂
々
と
ゆ
っ
た
り
走
っ

て
い
た
。
「
電
車
は
偉
い
！
」

そ
れ
を
操
縦
？
し
て
い
る
運
転

手
さ
ん
は
も
っ
と
も
っ
と
。
し

か
も
、
丸
い
ハ
ン
ド
ル
で
は
な

く
、
レ
バ
ー
の
よ
う
な
？
…
。

理
解
で
き
な
い
運
転
操
作
が
さ

ら
に
私
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
た
。

そ
の
次
は
忍
者
。「
忍
者
部

隊
月
光
」「
仮
面
の
忍
者
赤
影
」。

伊
賀
や
甲
賀
や
風
魔
な
ど
な

ど
。
テ
レ
ビ
と
頭
の
中
で
忍
者

は
大
活
躍
…
。
棒
切
れ
を
振
り

回
し
、
風
呂
敷
を
ひ
る
が
え
し

て
、
走
り
回
っ
て
い
た
。

色
々
な
も
の
に
憧
れ
な
が
ら

楽
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
心
が

満
足
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
時
間
が
ゆ
っ
た
り
流
れ
、

色
々
な
こ
と
に
追
わ
れ
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
。

今
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
は

ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
心
は
満
足

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

大
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
も
忙
し
い
時
代
。
ス

ピ
ー
ド
や
便
利
さ
を
追
求
し
て

い
く
代
わ
り
に
、
気
が
つ
か
な

い
う
ち
に
、
何
か
大
切
な
も
の

を
失
っ
て
い
る
よ
う
な
…
。
物

が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
が
不
幸

で
、
み
じ
め
で
、
か
わ
い
そ
う

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
私
た
ち
大

人
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
と
思

い
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
る
事

が
、
い
つ
の
間
に
か
、「
我
慢

の
で
き
な
い
子
に
」「
物
を
大

切
に
で
き
な
い
子
に
」
を
目
指

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と

不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
。

時
代
や
社
会
の
せ
い
に
す
る

の
は
簡
単
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も

た
ち
を
よ
り
よ
く
変
え
、
幸
せ

に
す
る
の
は
、
私
た
ち
大
人
一

人
ひ
と
り
で
し
か
な
い
よ
う
で

す
。
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す
」

本
さ
ん
は
「
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
た
と
き
の
ゴ
ー
ル
ネ
ッ

ト
が
『
ス
パ
ッ
』
っ
て
い
う
音

と
、
自
分
の
持
ち
味
の
ス
ピ
ー

ド
を
生
か
し
た
ド
リ
ブ
ル
で
相

手
を
抜
い
た
と
き
が
気
持
ち
い

い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

部
活
の
練
習
は
ほ
ぼ
毎
日
、

１
日
４
時
間
に
も
お
よ
び
、
１

対
１
で
競
り
負
け
な
い
こ
と
、

試
合
中
に
足
を
止
め
な
い
持
久

力
を
つ
け
る
こ
と
を
重
点
と
し

た
、
厳
し
い
練
習
を
続
け
ま
し

た
。「
練
習
試
合
の
内
容
が
悪

い
と
、
気
合
を
入
れ
る
た
め
に

真
冬
で
も
上
着
を
着
な
い
で
外

を
走
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
今
振

り
返
る
と
、
３
年
間
ひ
た
す
ら

走
っ
た
よ
ね
」
と
笑
い
合
い
な

が
ら
話
す
２
人
。
練
習
の
成
果

に
よ
り
、
２
人
が
在
籍
し
た
３

年
間
で
２
回
の
全
道
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
松
下

今
月
は
、
旭
川
竜
谷

高
等
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
す

る
、
松
下
明
さ
ん
と

本
唯
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

２
人
は
と
も
に
鷹
栖

さ
ん
は
「
み
ん
な

を
励
ま
す
立
場
な

の
に
逆
に
励
ま
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
先
生

が
居
な
い
と
き
は

自
分
が
引
っ
張
ら

中
１
年
生
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
て
い
ま
す
。
競
技

の
面
白
さ
に
つ
い
て
、
松
下
さ

ん
は
「
団
体
競
技
と
し
て
ミ
ス

を
し
て
も
お
互
い
に
助
け
合
っ

た
り
、
速
攻
な
ど
で
き
れ
い
に

パ
ス
が
通
り
、
自
分
の
パ
ス
か

ら
得
点
が
入
る
と
嬉
し
い
で

な
く
て
は
と
頑
張
っ
た
の
で
、

責
任
感
が
強
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

１
年
の
夏
に
ひ
ざ
の
靭
帯
を

切
る
大
け
が
を
負
っ
た

本
さ

ん
は
「
バ
ス
ケ
が
好
き
だ
か
ら
、

ひ
ざ
の
治
療
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
諦
め
な
い
で
続
け
て
、

２
年
の
春
に
復
帰
で
き
ま
し

た
。
つ
ら
か
っ
た
間
の
こ
と
も
、

今
は
い
い
思
い
出
で
す
」
と
つ

ら
い
経
験
か
ら
一
回
り
成
長
で

き
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
、
元
鷹
栖
中
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
「
今
の

鷹
中
バ
ス
ケ
部
は
部
員
が
少
な

く
な
っ
て

い
る
み
た

い
な
の

で
、
心
配

で
す
。
高

校
の
部
活

は
中
学
と

違
う
部
分
が
多
く
て
、
練
習
も

ハ
ー
ド
で
つ
ら
い
で
す
。
で
も
、

大
切
な
友
達
や
、
つ
ら
い
思
い

を
し
た
後
の
充
実
感
な
ど
、
得

た
も
の
も
大
き
か
っ
た
か
ら
高

校
で
も
続
け
て
み
て
」
と
後
輩

へ
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

２
人
の
卒
業
後
の
進
路
は
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
と
も
に

「
バ
ス
ケ
が
大
好
き
だ
か
ら
、

ず
っ
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
活
全
般
に
つ
い
て
は

「
バ
ス
通
学
も
２
人
一
緒
で
、

高
校
の
ク
ラ
ス
が
違
っ
て
も
色

ん
な
事
を
話
し
合
っ
た
り
し

て
、
気
付
い
た
ら
い
つ
も
一
緒

で
し
た
。
一
人
だ
っ
た
ら
部
活

は
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
」

と
仲
の
良
さ
に
つ
い
て
照
れ
笑

い
し
な
が
ら
話
し
、
そ
の
会
話

か
ら
は
厳
し
い
部
活
動
を
乗
り

越
え
た
２
人
の
絆
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。



今
年
も
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

（
ク
ロ
カ
ン
）
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
我
が
家
の
娘
が
北
野
Ｓ
Ｃ
チ
ー

ム
で
小
学
１
年
生
か
ら
ク
ロ
カ
ン
を
始

め
て
４
年
目
に
な
り
、
私
も
娘
と
と
も

に
北
野
Ｓ
Ｃ
育
成
会
に
参
加
し
て
、
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ク
ロ
カ
ン
と
は
１
㎞
か
ら
３
㎞
の
距

離
を
各
学
年
に
分
か
れ
て
、
決
め
ら
れ

た
走
法
で
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
走
る

冬
の
競
技
で
す
。
意
外
に
ハ
ー
ド
で
寒

い
外
気
に
さ
ら
さ
れ
、
心
肺
機
能
や
筋

力
が
必
要
で
す
。
喘
息
に
効
果
の
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
、
娘
は
も
と
も

と
ス
ポ
ー
ツ
喘
息
で
内
服
薬
を
使
用
し

な
が
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ク
ロ
カ

ン
を
始
め
て
か
ら
は
カ
ゼ
や
喘
息
性
の

息
切
れ
も
、
あ
ま
り
出
な
く
な
っ
て
き

て
驚
い
て
い
ま
す
。

今
思
い
出
す
と
、
当
初
は
娘
が
ク
ロ

カ
ン
を
始
め
る
に
は
反
対
で
し
た
。
そ

れ
は
私
が
以
前
に
そ
れ
ら
し
き
事
を
し

て
い
て
と
て
も
つ
ら
く
、
娘
の
喘
息
症

状
も
気
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
そ
れ
で

も
娘
は
や
り
た
い
と
言
い
、
そ
の
こ
ろ

の
育
成
会
の
方
々
の
働
き
か
け
、
熱
心

な
指
導
者
も
い
て
私
は
渋
々
認
め
ま
し

た
が
、
娘
の
練
習
に
打
ち
込
む
姿
や
ク

ロ
カ
ン
の
大
会
で
表
彰
台
に
立
ち
た
い

と
い
う
情
熱
に
ふ
れ
、
入
賞
す
る
と
私

も
嬉
し
く
な
り
、
次
第
に
娘
の
た
め
に

何
か
し
て
や
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
先
、
娘
が
ク
ロ
カ
ン
を

続
け
て
何
か
得
る
こ
と
で
娘
の
人
生
で

プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
よ
い
と
、
北
野
Ｓ
Ｃ

チ
ー
ム
の
み
ん
な
や
、
娘
と
私
も
出
来

る
限
り
一
緒
に
歩
ん
で
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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●
イ
ツ
ク
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
た
び�

エ
レ
ナ
・
パ
ス
ク
ア
ー
レ�

●
ミ
ッ
ケ
３
ク
リ
ス
マ
ス�

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク�

●
ク
リ
ス
マ
ス
を
め
ぐ
る
７
つ
の

ふ
し
ぎ
　
　
　
　
斉
藤
　
　
洋�

●
ク
リ
ス
マ
ス
あ
っ
た
か
ス
ー
プ�

　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
　
柊�

●
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
探
し
求
め

て
　
　
　
　
　
　
暉
峻
　
淑
子�

　
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！�

　
今
年
も
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
サ
ン
タ
は
ス
テ
キ
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
持
っ
て
、
あ
な
た
の
も
と
に
こ
っ

そ
り
と
来
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
さ
て
、
今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
も
っ

と
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
本
を
選
び

ま
し
た
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い

ね
。�

　
魔
法
の
黄
色
い
え
ん
ぴ
つ
を
持
っ
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
、
冬
が
あ
ん
ま
り

寒
い
の
で
え
ん
ぴ
つ
で
太
陽
を
書
き
、

夏
に
し
ま
し
た
。
毎
朝
太
陽
を
書
い
て

満
足
そ
う
な
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
。
で
も
、

サ
ン
タ
さ
ん
、
何
か
わ
す
れ
て
な
〜
い
？�

「
ク
リ
ス
マ
ス
を
忘
れ
た�

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」�

カ
ー
ビ
・
フ
レ
ッ
ク�

【
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
】�

ク
リ
ス
マ
ス
特
集
特
集�

ク
リ
ス
マ
ス
特
集�

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
村

に
は
、
毎
年
世
界
中
の
子
供
た
ち
が
手

紙
を
寄
せ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
日
本
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
キ
ュ
ー
ト
な
２９
通

の
手
紙
を
、
北
欧
の
ク
リ
ス
マ
ス
風
景

の
写
真
を
織
り
込
ん
で
紹
介
し
ま
す
。�

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
へ
の
手
紙
」�

長
谷
川
　

朝
美�



子
ど
も
教
育
相
談�

お
問
い
合
わ
せ�

心
配
ご
と
相
談�

子
育
て
相
談�

�
８７
―

２
１
１
１�

�
８７
―

２
１
１
２�

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
１３
時
〜
１５
時
）�

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
９
時
３０
分
〜
１６
時
）�

毎
週
火
曜
日
（
９
時
３０
分
〜
１６
時
）�

毎
週
火
・
金
曜
日
（
１３
時
〜
１７
時
）�

�
８７
―

２
１
１
２�

�
８７
―

３
２
２
２�

（
内
線
４
１
０
）�

�
８７
―

２
０
２
８�

鷹

栖

町

役

場

�

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す�

子
育
て
セ
ン
タ
ー�

た
か
す
円
山
幼
稚
園�

鷹
栖
地
区
公
民
館�

３

階

相

談

室

�

日　時� １月４日E １月５日F

一般廃棄物処理
施設臨時開場�

�
燃やせるごみ�

リサイクル・
粗大ごみ・燃
やせないごみ�

【市街地外】�
鷹栖、北野、中央、北
斗、北成�

【市街地】�
鷹栖北・南、ハーモニ
ー、北野東・西、シン
フォニー、北斗町内�

【市街地】�
鷹栖北・南、ハーモニ
ー、北野東・西、シン
フォニー、北斗町内�

午前９時～午後４時半�

臨
時
収
集
日�

役場（1/4は窓口のみ）�

教 育 委 員 会 �

農 業 委 員 会 �

日　　　時�

メロディー ホ ー ル       �

各 地 区 公 民 館      �

総 合 体 育 館       �

B&G海洋センター       �

郷 土 資 料 館 �

事 務 所 �

デイサービス�

お 風 呂 �

各 部 屋 �

子 育 て セ ン タ ー �

保 育 園 �

地域包括支援センター�

浅 井 医 院 �

町 立 歯 科 診 療 所 �

一般廃棄物処理施設�

農産加工センター四季の里�

土壌食味分析センター�

商工会事務所�

大・小ホール�

《役場業務》お問い合わせ�役場 �87ｰ2111

《文化・体育施設》お問い合わせ�教育委員会 �87ｰ2028

《福祉施設》お問い合わせ�サンホールはぴねす �87ｰ2112

《その他施設》�

サンホール�
はぴねす�

プラザ・�
クロス10

12/25
（月）�

12/26
（火）�

12/27
（水）�

12/28
（木）�

12/29
（金）�

12/30
（土）�

12/31
（日）�

1/1
（月）�

1/2
（火）�

1/3
（水）�

1/4
（木）�

1/5
（金）�

1/6
（土）�

1/7
（日）�

1/8
（月）�

正午�
まで�

正午�
まで�

正午�
まで�

臨時�
開場�

※網掛けが休み。それ以外は平常勤務になります。�
※お客さま窓口を１月４日E午前中に開設します。�

鷹
栖
町
役
場
ほ
か

年

末

年

始

の

公

共

施

設

案

内

2006 12
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年
末
年
始
の
各
公
共
施
設

は
、
次
の
と
お
り
休
み
に
な
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

各
種
証
明
な
ど
は
年
内
に
予

約
す
れ
ば
、
休
庁
日
で
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
末
年
始
に
あ
た
り
、
１
月

１
日
は
全
便
が
運
休
し
ま
す
。

ま
た
、
12
月
30
・
31
日
、
１

月
２
・
３
日
は
、
鷹
栖
循
環
線

は
１
・
６
便
が
運
休
（
12
月
30

日
の
臨
時
便
も
運
休
）、
知
遠

別
線
は
６
便
が
運
休
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
長
期
に
わ
た
る

休
庁
に
伴
い
、「
お
客
さ
ま
窓

口
」
を
、
１
月
４
日
∫
の
午
前

中
に
開
設
し
ま
す
。

こ
の
日
、
戸
籍
・
住
民
・
印

鑑
証
明
の
発
行
を
承
り
ま
す
。

ま
た
、
日
直
が
待
機
し
て
い
ま

す
の
で
、
各
種
ご
相
談
を
受
付

し
、
担
当
課
で
の
対
応
も
い
た

し
ま
す
。

総
務
課
財
務
担
当

町
営
バ
ス
の
運
休

総
務
課
庶
務
担
当

年
末
年
始
の
窓
口

次
の
日
程
で
、
ご
み
収
集
お

よ
び
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

臨
時
開
場
を
行
い
ま
す
。

町
民
課
環
境
衛
生
係

年
末
年
始
の
ご
み
処
理



【日　時】平成19年１月７日A　午前11時45分
　　　　　午前11時　　　受付開始
　　　　　午前11時45分　式典
　　　　　午後１時半　　交流会
【会　場】たかすメロディーホール
【対象者】昭和61年４月２日～
　　　　　昭和62年４月１日　生まれの方�

　成人を迎えられる皆さんおめでとうございます。
　対象の方には、ご案内状を送付しています。ま
た、ご案内状が届いていない方や、町外に転出し
ている方で、「鷹栖町はたちのつどい」に参加を
希望する方は、お気軽にご連絡ください。

【連絡先】教育委員会 生涯学習課 生涯学習係
　　　　　�87－2028（内線405）

鷹栖町はたちのつどい�
�
�
�
�
�
�
�
�
【日時】12月16日G　午前10時～正午
【場所】鷹栖高校　理科実験室
【内容】クリスマスのおもちゃづくり
【対象】鷹栖町在住の小学生
【費用】100円
【申込】鷹栖高校　今井教諭まで
　　　　（†87-3020）�

平成19年
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17

建
設
水
道
課
維
持
係

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
支
署

危
険
物
取
扱
者
試
験

除
雪
作
業
は
、
10
㎝
の
降
雪

量
を
基
準
と
し
て
、
皆
さ
ん
が

出
勤
・
登
校
す
る
前
ま
で
に
終

了
出
来
る
よ
う
、
午
前
２
時
半

ご
ろ
か
ら
出
動
し
、
除
雪
を
行

っ
て
い
ま
す
。

大
雪
が
降
る
と
、
除
雪
の
作

業
時
間
が
長
く
な
る
た
め
、
除

雪
車
の
騒
音
や
後
退
時
の
警
告

音
が
続
く
と
き
が
あ
り
ま
す
。

冬
道
の
安
全
確
保
の
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ス
ト
ッ
プ
路
上
駐
車
！
】

車
道
除
雪
を
す
る
際
の
最
大

の
障
害
が
、
路
上
駐
車
で
す
。

常
に
通
行
の
支
障
が
な
い
よ
う

に
、
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
路
上
駐
車
や
宅
地
内
の

雪
を
道
路
に
出
す
と
、
除
雪
作

業
の
時
間
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
道
路
幅
が
狭
く
な
る
た
め
、

交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
快
適
な
冬
の
生
活
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

今
後
、
お
お
む
ね
30
年
に
わ

た
る
石
狩
川
上
流
の
具
体
的
な

河
川
整
備
、
維
持
に
つ
い
て
定

め
る
河
川
整
備
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
石
狩
川
水
系
石
狩
川

（
上
流
）
河
川
整
備
計
画
（
原

案
）
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
原
案
の
縦
覧
期
間
】
12
月
20

日
π
〜
１
月
15
日
∑

【
場
所
】

●
鷹
栖
町
役
場
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

●
旭
川
開
発
建
設
部
旭
川
河
川

事
務
所
（
旭
川
市
永
山
１
条

21
丁
目
）

【
原
案
の
説
明
会
】
12
月
25
日

∑
18
時
か
ら
旭
川
勤
労
者
福
祉

会
館
２
Ｆ
中
会
議
室
（
旭
川
市

６
条
通
４
丁
目
）

【
意
見
の
提
出
方
法
】
縦
覧
場

所
に
置
い
て
あ
る
意
見
書
に
記

入
の
う
え
、
備
え
付
け
の
封
書

で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

（
送
付
先
な
ど
は
用
紙
に
記
載
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

旭
川
開
発
建
設
部
河
川
事
務
所

@
48
―
２
１
３
１

平
成
18
年
度
第
4
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
が
、
次
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。

【
受
付
】
12
月
５
日
∏
〜
12
月

14
日
∫

【
種
類
】
甲
種
、
乙
種
（
第
１

〜
６
類
）、
丙
種

【
試
験
日
】
２
月
18
日
∂

【
試
験
地
】
旭
川
市

平
成
18
年
度
第
３
回
消
防
設

備
士
試
験
が
、
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。

【
受
付
】
12
月
５
日
∏
〜
12
月

14
日
∫

【
種
類
】
甲
種
（
第
１
〜
５
類
）

乙
種
（
第
１
〜
７
類
）

【
試
験
日
】
２
月
18
日
∂

【
試
験
地
】
旭
川
市

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
・
消
防

設
備
士
試
験
の
受
験
願
書
は
、

鷹
栖
支
署
に
あ
り
ま
す
。

上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
支
署

消
防
設
備
士
試
験

北
海
道
開
発
局
旭
川
開
発
建
設
部

「
石
狩
川
水
系
石
狩
川
河
川
（
上

流
）
整
備
計
画
」
の
意
見
募
集



あ
な
た
で
す�

火
の
あ
る
く
ら
し
の�

見
は
り
役�

◆
雪
の
中
の
消
防
水
利
◆

た
め
、
鷹
栖
消
防
署
で
は
、

そ
の
降
雪
量
に
応
じ
て
消

防
水
利
を
除
雪
し
て
い
ま

す
。毎

年
、
地
域
や
企
業
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
除

雪
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
支
署

�
火
事
・
救
急
・
救
助
は

�
１
１
９

�
防
火
の
相
談
は

�
８７
―
２
０
４
２
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①
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

確
定
申
告
の
「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
添
付
書
類
に
、
年
金

保
険
料
の
領
収
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
や
、
国
民
年
金
基
金
の
掛

け
金
の
支
払
額
を
証
明
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
平
成

18
年
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収

書
な
ど
で
支
払
額
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
11
月
上

旬
に
、
１
〜
９
月
分
の
お
支
払

い
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
は
、
こ
の
証

明
書
に
10
〜
12
月
分
の
保
険
料

が
見
込
額
と
し
て
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
金
納
付
の
方
は

１
〜
９
月
分
の
み
で
す
の
で
、

10
〜
12
月
分
の
領
収
書
を
保
管

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
消
費
税
の
申
告 税

務
課
税
務
係

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
に
新
た
に
課
税
事

業
者
と
な
っ
た
個
人
事
業
者
、

ま
た
は
平
成
19
年
に
お
い
て
課

税
事
業
者
で
あ
る
個
人
事
業
者

で
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ

れ
る
場
合
は
、
平
成
18
年
12
月

31
日
ま
で
に
「
簡
易
課
税
制
度

選
択
届
出
書
」
を
旭
川
中
税
務

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
々
年
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
と
課
税
事

業
者
に
該
当
し
ま
す
。

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
自

主
的
な
地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
に
つ
い
て
、
先
進
地

を
視
察
す
る
研
修
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
を
希
望
す
る
団
体
・
個

人
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
助
成
内
容
】

事
業
費
の
う
ち
事
務
費
、
備

品
・
消
耗
品
整
備
費
、
食
料
費

な
ど
を
除
い
た
経
費
の
１
／
２
。

た
だ
し
、
視
察
研
修
は
視
察
先

に
よ
っ
て
人
数
・
日
数
・
助
成

額
に
上
限
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
10
人
槽
以
下
の
合

併
処
理
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置

す
る
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
早
急
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
平
成
19
年
度
途

中
で
の
申
請
は
、
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
請
に
か
か
る
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
環
境
衛
生
係

企
画
課
企
画
広
報
担
当

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

に

助

成

し

ま

す

町
民
課
環
境
衛
生
係

平
成
１９
年
度
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
の
申
込

年
末
年
始
を
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
明
る
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
年
も
歳
末
助
け
合
い
運

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

鷹
栖
町
社
会
福
祉
協
議
会

歳
末
助
け
合
い
運
動

【
対
象
者
】
町
民（
個
人
・
団
体
）

消
防
水
利
に
は
消
火
栓
、

防
火
水
槽
は
も
ち
ろ
ん
、

川
、
湖
な
ど
の
自
然
水
利

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
が
、

冬
期
間
の
使
用
に
は
制
約

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
消

火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
が

貴
重
な
水
源
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
雪
に
埋
も
れ
て

し
ま
っ
て
は
効
果
的
な
活

動
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の

冬期間の積雪などに
備え、吐水口（水が
出る部分）を高くし
ている消火栓。



あたたかい心ありがとうございました�
○社会福祉協議会へ�
　☆香典返しご寄付�
　　　　孝　男さん�
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能　登　喜代志さん�

１２／１２�

１２／１９�
�

１２／２２
�

長 寿 老 人 会 �

北 成 老 人 会 �

藤 野 老 人 会 �

寿 老 人 会 �

おくやみ申し上げます�
氏　　　　名 年齢

天　満

北野東

第18町内

第27町内

大　成�

14　区�

鷹栖北�

　　　　としゑ�
齊　藤　美代子�
　　地　義　明�
　　畑　　　弘�
井　出　　　孝�
能　登　ナツエ�
畑　山　　　茂�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

92歳
54歳
81歳
93歳
80歳�
94歳�
80歳�

こんにちは、よろしく�
 氏　名 両　親�

北野東�

シンフォニー�

シンフォニー�

大　成�

川合李葉�

瀬川乃彩�

神田佑月�

長谷川修斗�

乾　士�

禎　孝�

純　一�

　誠�

陽　子�

亜　矢�

和　代�

美　香�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

もも�は�

の�

ゆ�

あ�

しゅうと�

づき�

ご結婚おめでとうございます�
 新　郎 新　婦�
鷹栖南�

鷹栖南�

北野東�

北野西�

大石綾浩�
寺　直樹�
岡村帝智�
奥山貴士�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

旭川市�

旭川市�

北野東�

旭川市�

原美智子�
富田　恵�
山内麻里�
岡澤美幸�

平成17年12月6日生まれ�
23線15号�

雄二・維子さんの子�

毎日2人のお兄ちゃんと元
気に遊んでいます。いた
ずらしてみんなを困らせ
てるけど楽しくて辞めら
れませーん。許してねZ

コンニチハYボクは毎日
イタズラととうちゃんとか
あちゃんのあそび相手を
する事で大忙しですZこ
んなボクだけどヨロシク
ネ��

はじめまして小野寺家の
アイドルももかです。音楽
大好き、どんなリズムにも
乗れちゃうよ♪最近あん
よができるようになったん
よY

こんにちは�毎日お兄ち
ゃんと一緒に元気にあそ
んでいます。音楽が大好
きでついお気に入りのう
たがかかるとおどっちゃう
んだ��

我が家のアイドル『ひかり』
です�いつもイタズラし
てお父さん、お母さんを困
らせて楽しんでるの。皆さ
んこれからもよろしくネ
Z

桃レンジャー花音です♪
白いお肌に、にっこり笑顔
がチャームポイント�ちょ
っぴり薄毛がお悩み…お
姉ちゃんの長い髪が憧れ
です。�

平成17年12月7日生まれ�
南1条5丁目�

卓・和美さんの子�

平成17年12月9日生まれ�
15線9号�

昭人・民恵さんの子�

平成17年12月13日生まれ�
12線15号�

泰・祥子さんの子�

平成17年12月10日生まれ�
北1条1丁目�

隆喜・小百合さんの子�

平成17年12月30日生まれ�
北1条2丁目�

好彦・千春さんの子�
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業
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査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
本

年
12
月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
中

旬
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。

な
お
、
調
査
表
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
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課
庶
務
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当



内臓脂肪を減らす食生活�
～食生活はこうして改善～�

【欠食】�
朝食抜きで昼まとめて、昼抜きで夜
にたくさんという食べ方は、体が飢
えに備えようとしてかえってエネル
ギーを蓄えてしまう原因になります。�
　→１日３食にしよう�
【満腹になるまで食べる】�
「もう少し食べたい」でやめるとエ
ネルギーのとりすぎを防ぐことにつ
ながります。もったいないと思わず、
残しましょう。�
　→腹八分目を守ろう�
【夜遅い時間の食事】�
食べてすぐ寝ると、エネルギーをた
め込みやすくなります。夜遅くに食
事する場合はできるだけ軽めに。�
　→夕食は就寝３時間前までに�
【ばっかり食い】�
好きなものや同じものばかりを食べ
ていると、栄養のバランスがくずれ
てしまいます。�
　→色々な食品をバランスよく�

～福祉のまちから～�

「生涯元気」に�
暮らすためのポイント�

皆さんの『生涯元気』は�
保健福祉課がサポートします!!!

6

創　刊／１９４９年（昭和２４年）１１月２０日�
発行日／２００６年（平成１８年）１２月５日�
発行者／鷹　栖　町　　　　　　　�
編　集／企　画　課　　　　　　　�

10月29日、鷹栖小学校で学芸会が行われました。
今月の表紙は、２年生の劇「ライオンのめがね」からの１コマ。
お父さん、お母さんをはじめとする親戚や地域の皆さんに見
守られ、のびのびと演技。スポットライトを浴びた子どもたちは、
これ以上ないまぶしい笑顔を見せてくれました。

■表紙の写真…�

旭　　川　　市�
●中川遊子　メゾソプラノコンサート�
�とき：12月21日�　12：15～13：00�
�場所：上川合同庁舎　道民コンサートホール�

（旭川市永山6条19丁目）�
�出演：中川遊子さん（メゾソプラノ）�

松山佳澄さん（ピアノ伴奏）�
�曲目：モーツァルトの名曲（生誕250周年を記

念して）、踊り（ロッシーニ）、「ウエスト
サイドストーリー」ほか�

�入場料：無料�
�教育大旭川校時代から道民コンサートホール
に出演してきた中川遊子さん。オペラや歌曲の
ほか、声楽アンサンブル「ヴォクスマーナ」のメ
ンバーとして、新作の初演など現代曲の分野に
も取り組んでいます。今回は、モーツァルトやロ
ッシーニの軽やかなメロディ、ミュージカルの
名曲などを遊子さんの楽しいトークを交えなが
ら、ご披露いただきます。�
�お問い合わせ：上川支庁環境生活課�

�46ｰ5919

今年の交通事故状況�

11月中救急出動状況�

発生件数�
�

死　　者�

傷　　者�

件�

件�

人�

人�

人�

11�

118�

0�

17�

247

件（   人）

件（   人）

件（   人）

件（   人）

件（   人）

件（   人）
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2

1

2

11

209

人身�

物損�
鷹
　
栖
　
町�

道内での死者�

人口�

男�

女�

世帯数�

人（　　）

人（　　）

人（　　）

戸（　　）

7,638�

3,626�

4,012�

2,890

急　　病�

一般負傷�

交　　通�

そ の 他�

11月合計�

累　　計�

（　  ）内は搬送人員�

（  ）内は前月比�

（11月25日現在）�

＋28

＋12

＋16

＋19

6

2

1

2

11

203

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21

22

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��
�

��

6
�
老人大学�

ゴールドコースト市青少年議会訪問団来町�
（～13日）�

�
�

�
花りんごグループ販売（花かいどう）�

�
�

�
�

�
�

�
乳幼児健診、おたっしゃ料理教室（北斗地区）�

�
�

�
おたっしゃ料理教室（鷹栖地区）�

�
花りんごグループ販売（花かいどう）�

�
�

�
子宮がん・乳がん抱き合わせ検診�

�
�

�
糖尿病教室、老人大学�

�
こころの健康相談（9：30～11：00サンホー
ルはぴねす※予約制）�
おたっしゃ料理教室（北野地区）�

子宮がん・乳がん抱き合わせ検診�
小中学校2学期終業式�

�
花りんごグループ販売（花かいどう）�
小中学校冬期休業（～1/16）�
鷹島町小学生訪問団来町（～27日）�
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
役場仕事納め�

�
�

�
�

�
〈元旦〉�

�
�

�
�

�
役場お客さま窓口開設（8：30～12：00）�

�
�

�
�

�
平成19年はたちのつどい�

�
〈成人の日〉�
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